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スコットキャラクターアグピーアグピー 阿

久比
町マ
スコットキャラクターアグピー 

　１１１１月５日、第月５日、第２７２７回阿久比町みんなの菊花展表彰式が行われました。回阿久比町みんなの菊花展表彰式が行われました。
受賞者は３ページに掲載。　受賞者は３ページに掲載。

みんなの菊花展  ………………………………２Ｐ

１１月２６日は町長選挙投票日  …………………４Ｐ

虐待から子どもを守ろう  ……………………６Ｐ

万博メモリアル駅伝代表選手紹介  …………８Ｐ

あぐいぶらり旅（村絵図を歩く）  …………１３Ｐ

お知らせ  ………………………………………１８Ｐ
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広報あぐい　２００６年１１月１５日号

―環境大臣賞― 
竹内竹内 仁一仁一さん（草木） 

―農林水産大臣賞― 
山本山本 福久福久さん（板山） 
―農林水産大臣賞― 
山本 福久さん（板山） 

―環境大臣賞― 
竹内 仁一さん（草木） 

―総務大臣賞― 
新美新美 幸子幸子さん（福住） 

 

―総務大臣賞― 
新美 幸子さん（福住） 

 

―総務大臣賞― 
草木地区草木地区 

―総務大臣賞― 
草木地区 

―農林水産大臣賞― 
矢口地区口地区 

―農林水産大臣賞― 
矢口地区 

―文部科学大臣賞― 
卯之山地区卯之山地区 

―文部科学大臣賞― 
卯之山地区 

―環境大臣賞― 
板山地区板山地区 

―環境大臣賞― 
板山地区 

―文部科学大臣賞― 
田中田中 美穗子美穗子さん（椋岡） 
―文部科学大臣賞― 
田中 美穗子さん（椋岡） 

―内閣総理大臣賞―
福住地区

（敬 称 略）

第27回 阿久比町みんなの菊花展 第27回 阿久比町みんなの菊花展 

―内閣総理大臣賞―
渡� きよ子さん（卯之山）

第２７回阿久比町みんなの菊花展（阿久比町菊花連合　第２７回阿久比町みんなの菊花展（阿久比町菊花連合
会主催、阿久比町・愛知県・中日新聞社後援）が１０月会主催、阿久比町・愛知県・中日新聞社後援）が１０月
３１日から１１月３１日から１１月５日まで役場前駐車場で開かれました。
約３，０００鉢の菊が所狭しと並べられ、会場を訪れた人々約３，０００鉢の菊が所狭しと並べられ、会場を訪れた人々
を魅了しました。
阿久比町菊花連合会の竹内幸太郎会長は「今年は夏　阿久比町菊花連合会の竹内幸太郎会長は「今年は夏
に猛暑が続くなど、天候不順が原因で花が咲くかどう
か心配しましたが、例年通り菊の花を多くの皆さんに
見ていただけて本当によかった」と、菊花展終了後に
感想を話していました。

　第２７回阿久比町みんなの菊花展（阿久比町菊花連合
会主催、阿久比町・愛知県・中日新聞社後援）が１０月
３１日から１１月５日まで役場前駐車場で開かれました。
約３，０００鉢の菊が所狭しと並べられ、会場を訪れた人々
を魅了しました。
　阿久比町菊花連合会の竹内幸太郎会長は「今年は夏
に猛暑が続くなど、天候不順が原因で花が咲くかどう
か心配しましたが、例年通り菊の花を多くの皆さんに
見ていただけて本当によかった」と、菊花展終了後に
感想を話していました。
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福 住
草 木
卯 之 山
矢 口
板 山
白 沢
植

宮 津
高 根 台
デ ン ソ ー
椋 岡
宮 津 団 地
阿 久 比
宮 津 山 田
大 古 根
白 沢 台
萩

坂 部

内 閣 総 理 大 臣 賞
総 務 大 臣 賞
文 部 科 学 大 臣 賞
農 林 水 産 大 臣 賞
環 境 大 臣 賞
全 日 本 菊 花 連 盟 賞
国 華 園 賞
愛 知 県 知 事 賞
愛 知 県 議 会 議 長 賞
愛 知 県 町 村 会 長 賞
知 多 郡 町 村 会 長 賞
阿 久 比 町 長 賞
阿 久 比 町 議 会 議 長 賞
あいち知多農業協同組合長賞
愛知用水土地改良区理事長賞
阿 久 比 町 菊 花 連 合 会 長 賞
努 力 賞
努 力 賞

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

�� �� �� �� �� ��

�� �� �� �� �� �� �� ����
◇名古屋鉄道賞
　新　海　八重子（矢口）
◇デンソー賞
　戸　田　竹　次（デンソー）
◇阿久比建設協会賞
　安　藤　賢　治（高根台）
◇河村工機製作所賞
　田　中　　　進（椋岡）
◇日成電機製作所賞
　本　田　勝　彦（白沢台）
◇キクテック賞
　竹　内　董　二（椋岡）
◇中埜総合印刷賞
　�　木　加代子（高根台）
◇名城食品賞
　松　島　利　夫（白沢）
◇鶴弥賞
　新　美　勝　久（白沢）
◇坂角総本舖賞
　古　池　之　雄（白沢）
◇東海労働金庫賞
　戸　松　�　雄（阿久比）
◇ＣＡＴＶ愛知賞
　新　美　賢　佶（卯之山）
◇旭化学工業賞
　柏　野　正　志（白沢台）

◇阿久比町文化協会長賞
　新　美　友　理（大古根）
◇阿久比町商工会長賞
　新　美　　　廣（萩）
◇阿久比郵便局長賞
　青　木　甲　司（坂部）
◇阿久比宮津郵便局長賞
　渡　�　名津雄（卯之山）
◇阿久比坂部郵便局長賞
　新　美　　　實（宮津団地）
◇東知多ロータリークラブ会長賞
　山　内　助　夫（阿久比）
◇阿久比ライオンズクラブ会長賞
　竹　内　幸　久（デンソー）
◇中日新聞社賞
　増　田　宏　章（宮津山田）
◇新日本製鐵賞
　田　中　　　伸（宮津団地）
◇新日鉄都市開発賞
　新　美　とし江（宮津）
◇知多信用金庫賞
　山　口　半　六（植）
◇半田信用金庫賞
　森　田　　　實（宮津団地）
◇中部電力賞
　新　海　ムツ子（矢口）
◇東邦ガス賞
　青　木　榮　一（萩）

◇阿久比町長賞（三本立の部）
　岡　戸　利　夫（福住）
◇阿久比町議会議長賞
　岡　戸　定　夫（福住）
◇あいち知多農業協同組合長賞
　田　中　芳　朗（宮津）
◇愛知用水土地改良区理事長賞
　新　海　　　明（阿久比）
◇阿久比町菊花連合会長賞
　新　美　喜代子（大古根）
◇阿久比町菊花連合会長賞（福助の部）
　山　元　信　一（白沢）
◇阿久比町菊花連合会長賞（三本立の部）
　竹　内　弘　子（草木）
◇阿久比町教育委員会委員長賞
　新　美　政　行（宮津）
◇阿久比町農業委員会長賞
　佐　藤　文　子（高根台）
◇阿久比町行政協力員会長賞
　近　藤　正　利（宮津山田）
◇阿久比町社会福祉協議会長賞
　竹　内　　　�（矢口）
◇阿久比町民生委員協議会長賞
　榊　原　義　弘（植）
◇阿久比町老人クラブ連絡協議会長賞
　竹　内　昌　弘（草木）
◇阿久比町消防団長賞
　井　本　三紀夫（坂部）

◇内閣総理大臣賞
　渡　�　きよ子（卯之山）
◇総務大臣賞
　新　美　幸　子（福住）
◇文部科学大臣賞
　田　中　美穗子（椋岡）
◇農林水産大臣賞
　山　本　福　久（板山）
◇環境大臣賞
　竹　内　仁　一（草木）
◇全日本菊花連盟賞（厚物の部）
　竹　内　靖　子（植）
◇全日本菊花連盟賞（管物の部）
　竹　内　正　信（草木）
◇全日本菊花連盟賞（福助の部）
　堀　　　重　則（宮津山田）
◇全日本菊花連盟賞（三本立の部）
　榎　本　　　勇（植）
◇国華園賞
　澤　田　道　孝（板山）
◇愛知県知事賞
　関　　　武　浩（板山）
◇愛知県議会議長賞
　中　川　　　章（デンソー）
◇阿久比町長賞
　岡　戸　利　之（福住）
◇阿久比町長賞（福助の部）
　伊　藤　博　夫（坂部）

　毎年１年生のつもりで菊を
育ててきました。まさか内閣
総理大臣賞がいただけるなん
て夢にも思いませんでした。
　最近では、毎日菊に話し掛
けるのが日課になっていまし
た。本当にうれしいです。
　来年も今年に負けないくら
いの作品作りに挑戦しようと
思います。ありがとうござい
ました。

　菊を一年間研究して、一生
懸命育てた成果が出て、大変
うれしく思います。
　今年は天候に恵まれず、肥
料や水掛けにとても気をつか
いました。
　来年も立派な作品を出展で
きるように地区の皆さんと菊
の研究に精進していこうと思
います。ありがとうございま
した。　　　　　 　福住区長

（敬 称 略）（敬　称　略）

����������������		��

������

渡�きよ子さん 表彰を受ける福住地区の代表

第２７回阿久比町みんなの菊花展（阿久比町菊花連合
会主催、阿久比町・愛知県・中日新聞社後援）が１０月
３１日から１１月５日まで役場前駐車場で開かれました。
約３，０００鉢の菊が所狭しと並べられ、会場を訪れた人々
を魅了しました。
阿久比町菊花連合会の竹内幸太郎会長は「今年は夏

に猛暑が続くなど、天候不順が原因で花が咲くかどう
か心配しましたが、例年通り菊の花を多くの皆さんに
見ていただけて本当によかった」と、菊花展終了後に
感想を話していました。
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N

ふれあいの森 

東
部
線 

坂
部
駅 

英比小学校 

至 名古屋 

至 半田 

※注意してください。 
　英比投票所は、 
　ふれあいの森になります。 
　（英比小学校屋内運動場工事中のため） 

投
票
で
き
る
人

　

昭
和
六
十
一
年
十
一
月
二
十
七
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方
で
、
平
成
十
八
年
八
月
二

十
日
以
前
か
ら
阿
久
比
町
の
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
、
投
票
を
行
う
日
ま
で
引

き
続
き
住
所
を
有
し
て
い
る
方
。

期
日
前
・
不
在
者
投
票

　

十
一
月
二
十
六
日
の
投
票
日
当
日
、
仕

事
や
旅
行
な
ど
で
投
票
所
に
行
く
こ
と
が

で
き
な
い
と
見
込
ま
れ
る
方
は
、
期
日
前

投
票
制
度
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

□
期　

間　

十
一
月
二
十
二
日（
水
）〜

　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
五
日（
土
）

□
時　

間　

午
前
八
時
半
〜
午
後
八
時

□
場　

所　

阿
久
比
町
役
場

　

指
定
病
院
や
他
の
市
区
町
村
選
挙
管
理

委
員
会
で
も
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

重
度
の
身
体
障
害
者
な
ど
の
方
で
、
一

住 ん で い る 地 区投　票　所投票区

横松・萩・宮津東 部 小 学 校東 部

宮津団地・宮津山田宮 津 保 育 園宮津団地

板山・福住・福住園高台・
坂部・阿久比団地

※ふれあいの森英 比

高根台高根台集会所高 根 台

白沢・白沢台・メイツ巽ケ丘白 沢 区 民 館白 沢

草木草 木 小 学 校草 木

卯之山・阿久比・椋岡・矢口中央公民館南館阿 久 比

高岡・植・大古根南 部 小 学 校南 部

投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投 票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票 所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所投　　票　　所

□日　時　　11月26日（日） 
　　　　　　午前7時～午後8時 
□場　所　　各投票所（下表） 

□日　時　　11月26日（日） 
　　　　　　午後9時15分～ 
□場　所　　中央公民館南館 

選挙会（開票） 

投　　票　　日 

定
の
条
件
に
該
当
す
る
方
は
、
郵
便
に
よ

る
投
票
制
度
も
あ
り
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
比
町
選
挙
管
理
委
員
会

　

�（
４
８
）１
１
１
１

　
（
内
２
０
７
・
２
３
７
）

私
た
ち
の
住
む
町
の
こ
れ
か
ら
を
託
す
人
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。

あ
な
た
の
貴
重
な
一
票
に
期
待
を
込
め
て
、
投
票
に
出
掛
け
ま
し
ょ
う
。

貴
重
貴
重
な
一
票
に
期
待
期
待
を
込
め
て
 

貴
重
貴
重
な
一
票
に
期
待
期
待
を
込
め
て
 

貴
重
な
一
票
に
期
待
を
込
め
て
 

投
票
日
は
１１
月
２６
日（
日
） 

阿久比 
町長選挙 正

確
で
速
や
か
な
事
務
処
理
を
行
い
ま
す

※今回の英比投票所は
　英比小からふれあいの森になります。
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戸
籍
が
変
わ
り
ま
す

　

戸
籍
は
、
明
治
の
制
度
発
足
以
来
、
和

紙
に
手
書
き
や
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で
の
記

載
、
複
写
に
よ
る
謄
本
、
抄
本
の
発
行
な

ど
、
大
変
な
手
間
と
時
間
が
掛
か
っ
て
き

ま
し
た
。

　

平
成
六
年
の
戸
籍
法
の
改
正
で
、
戸
籍

の
電
算
化
が
可
能
と
な
り
、
記
載
が
複
雑

だ
っ
た
和
紙
の
縦
書
き
の
戸
籍
を
磁
気

デ
ィ
ス
ク
に
よ
り
管
理
し
、
正
確
性
の
確

保
と
情
報
の
一
元
化
処
理
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

　

戸
籍
事
務
を
電
算
化
す
る
と
、
現
在
戸

籍
、
除
籍
、
改
製
原
戸
籍
の
事
務
が
同
一

シ
ス
テ
ム
上
で
管
理
さ
れ
る
た
め
、
正
確

で
速
や
か
な
事
務
処
理
が
出
来
る
よ
う
に

な
り
、
証
明
書
の
発
行
ま
で
の
時
間
が
大

幅
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

戸
籍
証
明
書
の
様
式
変
更

　
「
戸
籍
謄
本
」が「
全
部
事
項
証
明
書
」に
、

「
戸
籍
抄
本
」
が
「
個
人
事
項
証
明
書
」

に
名
称
が
変
わ
り
ま
す
。

　

証
明
書
は
、
縦
書
き
の
文
章
表
現
か
ら

横
書
き
の
個
条
書
き
に
変
わ
り
、
数
字
も

漢
数
字
か
ら
算
用
数
字
と
な
り
ま
す
。

　

認
証
印
は
朱
色
か
ら
黒
色
の
電
子
公
印

に
変
わ
り
、
証
明
書
の
複
写
な
ど
に
よ
る

改
ざ
ん
を
防
止
す
る
特
殊
な
用
紙
を
使
い

ま
す
。

氏
名
を
通
用
字
体
に
変
更
し
ま
す

　

戸
籍
で
使
用
す
る
文
字
は
常
用
漢
字
、

人
名
用
漢
字
、
そ
の
ほ
か
辞
典
に
載
っ
て

い
る
文
字
（
正
字
・
俗
字
）
を
使
用
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
書
き
癖
な
ど
で
漢
和
辞
典

な
ど
に
な
い
文
字
は
使
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
文
字
が
現
在
戸
籍
に

記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
通
用
す
る
文

字
に
直
し
て
記
載
し
ま
す
。

　

今
回
の
文
字
の
変
更
は
、
法
務
省
の
全

国
的
に
統
一
し
た
方
針
に
従
い
、
戸
籍
表

記
上
の
字
体
を
修
正
す
る
も
の
で
す
。
個

人
の
氏
名
自
体
が
変
更
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
住
民
票
・
印
鑑
登
録

な
ど
の
変
更
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。

本
籍
地
の
表
示
を
変
更
し
ま
す

　

本
籍
の
地
番
号
、
住
民
票
住
所
の
地
番

号
表
記
に
枝
番
が
あ
る
も
の
は
、「
の
」
の

文
字
を
削
除
し
ま
す
。

　
　

１
番
地
の
１

　
　
　
　

←

　
　

１
番
地
１

□
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課
戸
籍
住
民
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１

　
（
内
２
２
４
・
２
２
５
）

新戸籍事務�
　

阿
久
比
町
第
三
次
行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
事
務
の
効
率
化
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
、
戸
籍

事
務
の
電
算
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

十
二
月
四
日
か
ら
戸
籍
事
務
電
算
シ
ス
テ
ム
を
稼
働
さ
せ
、
戸
籍
の
作
成
か
ら
証
明
書
発
行
ま
で
を
電
算
処

理
で
行
え
る
よ
う
に
整
備
し
ま
す
。

戸籍証明の新旧対照表
改製後改製前項　目

全部事項証明書戸籍謄本（全員）
名　称

個人事項証明書戸籍抄本（個人）

横書き

個条書き

算用数字

縦書き

文章体

漢数字

書　式

改ざん防止用紙

A４判

白地

B４・B５判
用　紙

黒色（電子公印）朱色公　印

１通　４５０円手数料

変更の一例
電算化後の
記載文字

これまでの
記載文字

��

��

��

��

��

正
確
で
速
や
か
な
事
務
処
理
を
行
い
ま
す

和紙の戸籍からデータを電算で管理和紙の戸籍からデータを電算で管理
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「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
一
九
四
八
年

（
昭
和
二
十
三
年
）
十
二
月
十
日
に
国
際

連
合
で
採
択
さ
れ
、
こ
れ
を
記
念
し
て
国

際
連
合
は
、
十
二
月
十
日
を
「
人
権
デ
ー
」

（H
um
an
R
ights

D
ay

）
と
定
め
ま
し

た
。

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
を「
人

権
週
間
」と
定
め
、広
く
国
民
に
人
権
デ
ー

の
意
義
を
訴
え
、
人
権
意
識
の
普
及
高
揚

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

名
古
屋
法
務
局
と
愛
知
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、「
第
五
十
八
回
人
権
週

間
」
と
し
て
、
①
育
て
よ
う 
一
人
一
人
の 

人
権
意
識
（
思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え

の
な
い
命
を
大
切
に
）
②
女
性
の
人
権
を

守
ろ
う
③
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う
④
高

齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う
⑤
障

害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現

し
よ
う
⑥
部
落
差
別
を
な
く
そ
う
⑦
ア
イ

ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ
う
⑧

外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う
⑨
Ｈ
Ｉ
Ｖ

感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
な
ど
に
対
す

る
偏
見
を
な
く
そ
う
⑩
刑
を
終
え
て
出
所

し
た
人
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う
⑪
犯

罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮
し

よ
う
⑫
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人

権
侵
害
は
や
め
よ
う
⑬
性
的
指
向
を
理
由

と
す
る
差
別
を
な
く
そ
う
⑭
ホ
ー
ム
レ
ス

に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う
⑮
性
同
一
性

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
そ
う
⑯

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
対

す
る
意
識
を
深
め
よ
う

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
人
権
週
間
中
に
次
の

よ
う
な
行
事
を
開
催
し
ま
す
。

□
十
二
月
四
日（
月
）　

愛
知
県
厚
生
年
金

会
館
で
人
権
ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
開
催
し
、「
全
国
中
学
生
人
権
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
愛
知
県
大
会
」
の
最
優

秀
賞
と
特
別
賞
の
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

□
十
二
月
七
日（
木
）　

名
鉄
百
貨
店
十
階

で
人
権
相
談
、
法
律
相
談
、
子
ど
も
の

人
権
相
談
、
女
性
の
た
め
の
人
権
相
談
、

外
国
人
の
た
め
の
人
権
相
談
を
行
い
ま

す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

　

�
０
５
２（
９
５
２
）８
１
１
１

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

（http://w
w
w
.jinken.go.jp/aichi/

aichi_index.htm
l

）

12
月
４
日
〜
１０
日
 

�

�

�

�

�

�

�

�

	

　

虐
待
は
早
期
発
見
が
子
ど
も
の
安
全
を

守
る
「
は
じ
め
の
一
歩
」
と
な
り
ま
す
。

　

虐
待
を
し
て
し
ま
う
家
庭
は
、
地
域
の

な
か
で
孤
立
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
身

近
に
相
談
で
き
る
人
が
少
な
い
よ
う
で
す
。

　

子
ど
も
の
安
全
を
守
る
に
は
、
地
域
の

理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

「
本
当
に
虐
待
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
」

「
告
げ
口
し
て
い
る
よ
う
で
気
が
ひ
け

る
」
な
ど
の
理
由
で
、
虐
待
に
関
す
る
連

絡
や
通
告
を
た
め
ら
う
こ
と
が
よ
く
あ
り

ま
す
。

　

虐
待
か
ど
う
か
の
判
断
は
、
児
童
相
談

所
な
ど
の
専
門
家
が
決
定
し
ま
す
。
連
絡

や
通
告
は
あ
く
ま
で
虐
待
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
の
行
為
で
、
虐
待
の
悲
劇
か
ら
、
子

ど
も
や
親
を
守
る
た
め
の
行
為
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
周
り
で
児
童
虐
待
と
思
わ
れ

る
事
例
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
被
害
が
大
き

く
な
る
前
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

□
連
絡
先

　

阿
久
比
町
家
庭
児
童
相
談
室　

　

�（
４
８
）２
１
１
１
（
直
通
）

　

知
多
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー　

　

�（
２
２
）３
９
３
９

　

最
近
、
児
童
虐
待
に
よ
る
悲
惨
な
事
件

が
連
日
の
よ
う
に
テ
レ
ビ
・
新
聞
な
ど
で

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
来
、
子
ど
も
た
ち
は
、
家
族
や
地
域

か
ら
温
か
く
見
守
ら
れ
、
健
や
か
に
成
長

し
て
い
く
こ
と
が
約
束
さ
れ
て
い
る
は
ず

で
す
。
し
か
し
現
実
に
は
、
親
か
ら
虐
待

を
受
け
、
心
身
に
大
き
な
傷
を
負
っ
た
子

ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

児
童
虐
待
は
、
家
庭
内
の
密
室
で
行
わ

れ
る
た
め
発
見
し
に
く
く
、
分
か
っ
た
時

点
で
は
す
で
に
手
遅
れ
に
な
っ
て
い
る
事

例
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

児
童
福
祉
法
と
児
童
虐
待
防
止
法
で
は
、

虐
待
の
発
見
者
は
児
童
相
談
所
や
市
町
村

に
通
告
す
る
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
家
庭
児
童
相
談
室
を
設
置
し
、

民
生
児
童
委
員
、保
育
園
、保
健
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
進
め
、
虐
待
の
未
然

防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

虐
待
に
よ
る
深
刻
な
事
態
に
な
る
前
に
、

警
察
官
の
積
極
的
な
関
与
も
必
要
と
な
る

こ
と
か
ら
、
半
田
警
察
署
と
も
日
ご
ろ
か

ら
連
携
の
強
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららららららららららららららら子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどもももももももももももももももももももももももももももももももももををををををををををををををををををををををををををををををををを守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守ろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろううううううううううううううううううううううううううううううううう

虐待の通告義務

　児童福祉法、児童虐待
防止法の改正により、虐
待の発見者は、虐待が疑
われる場合、確かな証拠
がなくても児童相談所や
市町村に通告する義務が
課せられました。
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胸骨圧迫と人工呼吸の回数比率が、 
30（胸骨圧迫）：2（人工呼吸）になりました。 

心肺蘇生法が新しくなりました！ 心肺蘇生法が新しくなりました！ 

胸骨圧迫30回・人工呼吸2回 AED装着・解析・ショックボタンを押す 

2回 

30回 

「循環のサインの確認」が、省略されました。 
人工呼吸後、直ちに胸骨圧迫を行い救急隊に引
き継ぐか、何らかの応答があるまで繰り返します。 

音声ガイドに従い、電気ショックの指示があれ
ば、ショックボタンを押し、観察なしで直ちに
胸骨圧迫を行います。 

改　正　点 改　正　点 

知多中部広域事務組合消防本部では、新しい救命講習を随時実施しています。 
□問い合わせ先　半田消防署阿久比支署　fl（47）0119

　

銃
猟
に
よ
る
危
険
防
止
と
静
穏
の
維
持

の
た
め
、
銃
猟
禁
止
区
域
が
拡
大
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
後
こ
の
区
域
内
で
は
、
狩
猟
解
禁
期

間（
十
一
月
十
五
日
〜
翌
年
二
月
十
五
日
）

も
狩
猟
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

□
指
定
期
間

　

平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
〜

　

平
成
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日

※　

鳥
獣
に
よ
る
生
活
環
境
、
農
作
物
、

生
態
系
に
関
す
る
被
害
の
防
止
お
よ
び

軽
減
を
図
る
た
め
、
阿
久
比
町
の
許
可

を
得
て
行
う
有
害
鳥
獣
駆
除
事
業
は
、

今
後
も
こ
の
区
域
設
定
に
か
か
わ
ら
ず

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

産
業
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
３
５
）

�

�

�

�

�

�

�

�
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１１３-１ 

ゼッケン113番のメンバーが 
万博メモリアルの地を 
　　　　　 駆け抜けます 

　

選
手
た
ち
は
、
十
一
月
十
九
日
に
会
場

の
下
見
を
兼
ね
て
試
走
、
二
十
六
日
に
は

ス
ポ
ー
ツ
村
陸
上
競
技
場
で
合
同
練
習
会

を
行
い
十
二
月
二
日
の
本
番
に
備
え
ま
す
。

　

大
会
で
は
九
区
間
（
二
八
・
七
五
㌔
）

を
九
人
の
選
手
が
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
、
栄

光
の
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
す
。

　

十
二
月
二
日
、
愛
・
地
球
博
記
念
公
園
内
を
発
着
点
と
す
る
周
回
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ

る
「
愛
知
万
博
メ
モ
リ
ア
ル
第
一
回
愛
知
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
」
に
阿
久
比
町

の
代
表
と
し
て
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
十
八
人
の
選
手
を
紹
介
し
ま
す
。

監　　　督
①　乾　　民樹
②　阿久比町教育委員会社会教育
主事
③　一緒に練習する機会をあまり
作ることができませんでした。
しかし、個人的に力があるメン
バーが集まってくれましたので、
町村の部で１０位を目標にみんな
で一丸となって頑張りたいと思
います。応援よろしくお願いし
ます。

第３区　１.０３㎞　小学生（男子）

①　花井　昭吉
②　南部小学校６年
③　己に勝つ。勝負に勝つ。

①　清水　大貴
②　南部小学校６年
③　頑張ります。

第２区　２.５１㎞　中学生（女子）

①　岡本　実和
②　阿久比中学校２年
③　３位までに入ること。

①　竹内　麻里子
②　阿久比中学校１年
③　全力を出しきること。

第１区　５.０３㎞　ジュニア（男子）

①　緒方　康介
②　愛知高校１年
③　１０位以内。

①　冨成　謙也
②　半田東高校１年
③　９位以内。
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①　氏名（敬称略） 
②　学校・職業 
③　大会での目標 

第５区　１.０３㎞　小学生（女子）

①　桝内　　遥
②　草木小学校６年
③　頑張って走ります。

①　新美　夏月
②　英比小学校６年
③　とにかく頑張ります。

第４区　２.７８㎞　中学生（男子）

�

①　濱�　友伯
②　阿久比中学校３年
③　区間賞。

①　木村　洋介
②　阿久比中学校２年
③　３位以内。

第６区　３.３７㎞　ジュニア（女子）

①　新海　詩奈
②　半田農業高校１年
③　少しでも早く、次の人にタ
スキを渡す。

①　山本　　楓
②　半田農業高校１年
③　メンバーをしっかりサ
ポートする。

第７区　４.０９㎞　４０歳以上

①　濱�　政伯
②　会社員
③　次の走者にはってでもタ
スキを渡したい。

①　竹内　将充
②　地方公務員
③　頑張ります。

コ　 ー　 チ

①　杉浦　真由美
②　阿久比中学校保健体育科教諭
で陸上部顧問

③　エントリー選手１８人中８人が
教え子なので、またみんなで走
れることに喜びを感じます。出
場するからには、満足出来る走
りができるようにサポートして
いこうと思います。

第９区　４.８２㎞　一般（男子）

①　間瀬　　誠
②　消防士
③　全力疾走あるのみ。

①　古川　　満
②　消防士
③　阿久比町のために全力を
尽くす。

第８区　４.０９㎞　一般（女子）

①　戸嶋　浩美
②　会社員
③　良い結果が残せるように
頑張ります。

①　尾河　美里
②　中学校教諭
③　恩師への恩返しのつもり
で頑張ります。
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十
一
月
四
日
と
五
日
の
二
日
間
、
中
央

公
民
館
で
第
五
十
五
回
阿
久
比
町
文
化
祭

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

総
合
展
示
会
で
は
、
公
民
館
活
動
、
文

化
協
会
、
サ
ー
ク
ル
活
動
を
通
じ
て
手
掛

け
た
絵
画
な
ど
の
作
品
約
千
点
が
、
公
民

館
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

四
日
に
は
南
館
ホ
ー
ル
で
芸
能
大
会
が

催
さ
れ
、
三
十
一
団
体
三
百
十
五
人
が
舞

台
の
上
で
、
歌
や
踊
り
な
ど
日
ご
ろ
の
練

習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

五
日
は
「
等
身
大
ア
ー
ト
を
作
ろ
う
」

で
縦
一
・
八
㍍ 
横
一
㍍ 
の
紙
に
等
身
大
の

絵
を
描
く
体
験
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
行
わ
れ
、

二
日
間
と
も
大
盛
況
で
し
た
。

等身大アートに取り組む家族

　

十
一
月
五
日
、
オ
ア
シ
ス
セ
ン
タ
ー
で

第
十
九
回
健
康
ま
つ
り
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
�
い
つ
ま
で
も
自
分

の
歯
で
、
楽
し
い
食
事
！
�。「
８
０
２
０

運
動
」
（
八
十
歳
で
二
十
本
以
上
自
分
の

歯
を
保
つ
こ
と
を
達
成
し
た
方
）
の
表
彰

式
で
は
七
人
（
対
象
者
は
十
一
人
）
の
高

齢
者
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
「
め
ざ
せ
！
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
あ
ぐ
い

　

」
を
実
践
す
る
た
め
に
、
生
活
習
慣
病

２１予
防
や
栄
養
な
ど
の
健
康
に
関
す
る
各
種

体
験
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
多
く
の
参

加
者
が
自
分
の
体
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま

し
た
。

虫歯のチェックをする子どもたち ８０２０運動の表彰を受けた皆さん

野菜を取ることの大切さについての話しを聞く家族

総合展示会場
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オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

●長年ありがとうございます
　１１月３日、平成１８年度阿久比町文化の日式典を、中央公
民館南館ホールで開き、長年公職に携わってきた方の表彰
などを行いました。表彰などを受けられたのは次の皆さん
です。（敬称略）
公職１０年以上勤続表彰…三留　享（保護司）、岡戸久男（民
生委員・児童委員）、稲葉日出子（民生委員・児童委員）

感謝状…半田信用金庫（社会福祉事業に貢献）

●つきたてのおもちはおいしかったよ
　１０月２８日、草木小学校でもちつき大会が開かれました。
全校児童で取り組んだ米作りで収穫したもち米を使い、草
木地区子ども会とＰＴＡが中心となり子どもから大人まで
多くの参加者がもちつきを楽しみました。
　児童は「きねが重くてねらった場所をつけませんでした。
つきたてのおもちはとてもおいしかったです」と笑顔で感
想を話していました。

●困っている人を見かけたら声を掛けます
　１０月２７日、東部小学校で福祉実践教室が行われました。
障害者の方やボランティアが講師を務め、教室に参加した
４年生と５年生の児童は、日常生活での体験談を聞いたり、
手話や点字などを学んだりしました。　
　車いすに乗る体験をした児童は「段差がある場所では前
に進まないので、車いすに乗った人を見かけたら声を掛け
ようと思います」と話していました。

　１０月２８日、町立図書館で読書週間講座が開かれ、親子合
わせて４１人が参加しました。
　愛知図書館協会児童サービス研修講師山口陽子さんが
「親子でわらべうた」と題し講座を行い、参加者全員でわ
らべうたを歌ったりして、終始和やかな雰囲気で楽しい講
座となりました。

●わらべうたで楽しい講座

●安全標語募集で「銅賞」を受賞
　阿久比町シルバー人材センター会員の森園信義さん（宮
津山田）が、県シルバー人材センター連合会主催の「シル
バー安全就業標語」に応募し、銅賞を受賞しました。おめ
でとうございます。
　銅賞作品
　「年の功　今こそ活かそう　危険予知」

●「もったいない」の心を大切に
　１０月２８日と２９日の２日間、中央公民館で消費生活展が行
われました。
　あぐいくらしの会主催で今回が２８回目。会場ではくらし
の会が取り組む活動内容が展示されました。
　会場を訪れた見学者は、「家庭生活でもいろいろな問題意
識を持たなければならないことをあらためて感じました」
と話していました。



12

広報あぐい　２００６年１１月１５日号

　

こ
の
地
方
で
、
大
き
な
被
害
予
測
が
さ

れ
る
東
海
地
震
、
東
南
海
、
南
海
地
震
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
に
「
地
震
防

災
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

□
日　

時　

十
二
月
九
日（
土
）

　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時
半
（
予
定
）

□
場　

所　

阿
久
比
町
勤
労
福
祉
セ
ン

タ
ー（
エ
ス
ペ
ラ
ン
ス
丸
山
）一
階
ホ
ー

ル
□
演　

題　
「
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震

の
被
害
予
測
と
対
策
」

□
講
演
者　

名
古
屋
大
学
大
学
院
環
境
研

究
科
附
属
地
震
火
山
・
防
災
研
修
セ
ン

タ
ー
教
授　

安
藤
雅
孝
氏

□
定　

員　

二
百
人　
【
入
場
無
料
】

□
主　

催　

阿
久
比
町
地
域
防
災
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
推
進
会
議

※　

駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

出
来
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ
で
お
願
い
し

ま
す
。

★
講
演
者
略
歴

安
藤　

雅
孝
（
あ
ん
ど
う
ま
さ
た
か
）

昭
和
十
八
年　

秋
田
県
生
ま
れ

昭
和
四
十
九
年

東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
博
士

課
程
修
了

昭
和
四
十
九
年

　

京
都
大
学
防
災
研
究
所
助
手

平
成
二
年

京
都
大
学
防
災
研
究
所
地
震
予
知
研
究

セ
ン
タ
ー
教
授

平
成
十
二
年

名
古
屋
大
学
理
学
研
究
科
附
属
地
震
火

山
観
測
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

平
成
十
四
年
か
ら
現
職

【
研
究
テ
ー
マ
】

　

専
門
は
地
震
学
。
現
在
は
南
海
ト
ラ
フ

に
発
生
す
る
巨
大
地
震
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

研
究
。
東
海
地
震
、
東
南
海
地
震
、
南
海

地
震
の
震
源
域
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
南

海
ト
ラ
フ
に
着
目
し
、
海
底
の
地
殻
変
動

を
Ｇ
Ｐ
Ｓ
（
全
地
球
測
位
シ
ス
テ
ム
）
と

海
中
の
距
離
を
音
響
的
に
測
定
す
る
装
置

を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
、
二
、
〇
〇
〇

〜
三
、
〇
〇
〇
㍍ 
の
海
底
の
位
置
を
五
㌢

の
精
度
で
測
定
で
き
る
観
測
機
器
の
開
発

を
行
い
、
地
震
予
知
に
向
け
た
最
前
線
の

研
究
を
続
け
る
。

【
委
員
な
ど
】

　

中
央
防
災
会
議
東
南
海
・
南
海
地
震
に

関
す
る
専
門
委
員
会
、
緊
急
地
震
速
報
の

実
用
化
に
関
す
る
検
討
委
員
会
、
高
度
即

時
的
地
震
情
報
伝
達
網
実
用
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
運
営
委
員
会
委
員
な
ど
多
数

�　
　
　
　

�

　

町
で
は
今
年
度
、
愛
知
県
み
ん
な
の
防

災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
モ
デ
ル
事
業
と
し

て
、
地
域
防
災
力
向
上
の
た
め
に
「
阿
久

比
町
地
域
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
推
進

会
議
」
を
立
ち
上
げ
、
地
域
の
防
災
関
係

機
関
が
、
日
ご
ろ
か
ら
よ
り
密
接
な
関
係

を
築
い
て
い
く
た
め
の
検
討
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
町
内
の
事
業
所
、

自
主
防
災
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
協

力
を
得
て
「
地
域
防
災
活
動
に
関
わ
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
行
い
ま
し
た
。
十
月

十
四
日
ア
ピ
タ
阿
久
比
店
で
実
施
し
た

「
阿
久
比
町
防
災
フ
ェ
ア
」
の
活
動
報
告

と
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
報
告
を
、
会
の
中

で
行
い
ま
す
。

�
　

十
一
月
一
日
号
で
、
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
愛
知
県
民
大
会
で
愛
知
県
知
事
感
謝
状

を
贈
呈
さ
れ
た
平
さ
ん
を
「
平
井
さ
ん
」

と
表
記
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
詫
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。

�

�

�

�

�

�

５０ 
防災交通課 

（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 

地
震
防
災
講
演
会

地
震
防
災
講
演
会
を 

　
　
　
開
催
し

　
　
　
開
催
し
ま
す 

地
震
防
災
講
演
会
を 

　
　
　
開
催
し
ま
す 

　町民の皆さんに、災害に関する情報や台風などの気象
情報を迅速、的確にお知らせするために、「あんしん・防
災ねっと」を開設しています。

 災害時緊急メール 

　自分の携帯電話のメールアドレスを登録することで、
町から発信する防災の緊急情報などをメールでお知らせ
します。
※　災害時緊急メール登録者数８７４人（１１月１日現在）

防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報をををををををををををををををををををををををををををををををを防災緊急情報を
携帯電話で

阿久比町
あんしん
防災
ねっと

　インターネット接続画面からアドレス
を入力してください。
☆アドレス
　http://www.anshin-bousai.net/agui/
※　すべての携帯電話端末に対応してい
ます。

※　阿久比町のＨＰからも閲覧できます。
☆阿久比町のＨＰアドレス
　http://www.town.agui.lg.jp
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防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報をををををををををををををををををををををををををををををををを

　

天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
に
描
か
れ

た
阿
久
比
村
十
六
カ
村
の
村
絵
図
を
見
な

が
ら
歩
く
シ
リ
ー
ズ
も
こ
れ
ま
で
十
五
カ

村
を
歩
き
、
残
す
は
白
沢
村
一
つ
と
な
っ

た
。
そ
の
白
沢
村
絵
図
を
見
な
が
ら
シ

リ
ー
ズ
最
後
の
ぶ
ら
り
旅
に
出
掛
け
た
。

　

菊
薫
る
秋
。
民
家
の
軒
先
に
は
丹
精
込

め
て
作
ら
れ
た
菊
の
鉢
が
並
ぶ
。
最
初
に

「
寶
安
寺
」
と
記
さ
れ
た
現
在
の
宝
安
寺

を
訪
れ
る
。
花
に
水
を
掛
け
る
�
お
庫
裡

さ
ん
�
に
声
を
掛
け
、
寺
に
ま
つ
わ
る
話

を
聞
く
。

　

町
指
定
文
化
財
「
円
空
仏
」
を
所
蔵
し

て
い
る
寺
で
も
あ
る
の
で
、
そ
の
仏
を
見

せ
て
も
ら
う
こ
と
に
す
る
。
円
空
仏
は
薬

師
如
来
で
あ
る
。「
十
一
月
八
日
は
薬
師
さ

ん
の
命
日
で
、
毎
年
前
日
に
餅
を
つ
い
て

お
供
え
を
し
ま
す
。
当
日
の
夜
、
地
区
の

人
た
ち
が
集
ま
り
、
お
参
り
を
し
た
後
に

餅
を
持
ち
帰
り
食
べ
る
と
、
一
年
間
健
康

に
暮
ら
せ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
よ
」
と

話
し
て
く
れ
な
が
ら
円
空
仏
が
安
置
さ
れ

て
い
る
場
所
ま
で
案
内
し
て
く
れ
る
。

　

厨
子
の
扉
は
開
か
れ
、
そ
の
中
に
は
仏

が
ふ
く
よ
か
な
顔
立
ち
で
、
に
っ
こ
り
と

ほ
ほ
笑
ん
で
膝
の
上
に
結
ん
だ
手
を
の
せ

て
座
っ
て
い
る
。
な
ぜ
こ
の
寺
に
円
空
仏

が
あ
る
の
か
尋
ね
る
と
「
江
戸
時
代
、
円

空
が
旅
の
途
中
に
白
沢
村
の
庄
屋
さ
ん
の

家
に
泊
ま
り
、
貧
乏
僧
だ
っ
た
円
空
は
お

金
の
代
わ
り
に
仏
を
残
し
て
い
き
ま
し
た
。

庄
屋
さ
ん
が
自
分
の
家
で
は
成
仏
で
き
な

い
か
ら
寺
で
預
か
っ
て
ほ
し
い
と
持
っ
て

き
た
ら
し
い
で
す
」
と
説
明
し
て
く
れ
る
。

　

目
の
病
気
を
治
す
不
思
議
な
力
を
持
つ

�
薬
師
さ
ん
�
と
し
て
口
伝
え
に
広
が
り

参
拝
人
が
絶
え
な
い
と
の
こ
と
。
仏
頂
面

と
は
違
う
一
風
変
わ
っ
た
、
ど
こ
か
憎
め

な
い
円
空
仏
の
顔
を
し
ば
ら
く
眺
め
る
。

　
「
八
幡
宮
」と
記
さ
れ
た
現
在
の
八
幡
社

に
行
き
、
最
後
に
「
天
神
」
と
記
さ
れ
た

現
在
の
北
原
天
神
を
訪
れ
た
。

　

北
原
天
神
は
、
天
暦
九
年
（
九
五
五
）

菅
原
道
真
公
を
祭
神
と
し
て
英
比
麿
住
居

跡
に
建
て
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

天
神
の
シ
ン
ボ
ル
「
牛
像
」
が
境
内
奥

に
ど
っ
し
り
と
構
え
て
い
る
。
今
さ
ら
賢

く
な
る
と
も
思
え
な
い
が
私
は
牛
の
頭
を

な
で
る
。
友
人
は
「
の
ど
が
痛
く
て
鼻
水

が
出
る
」
と
言
っ
て
、
牛
の
あ
ご
の
辺
り

を
ま
ん
べ
ん
な
く
な
で
回
し
、
鼻
の
穴
を

触
っ
て
い
た
。（
天
神
は
学
問
の
神
で
あ
る

は
ず
だ
が
・
・
・
。）

　

今
回
で
「
村
絵
図
を
歩
く
」
の
連
載
を

終
了
し
ま
す
。
次
回
か
ら
は
「
伝
説
の
地

を
歩
く
」
を
連
載
し
ま
す
。

北原天神に建つ石碑

白沢村絵図（阿久比町誌資料編１村絵図解説書から）

宝安寺所蔵の「円空仏」
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平成１８年度 《子育て支援》 

なかよし広場 
阿久比町保育協議会 

な
か
よ
し
広
場
の

ご

あ

ん

な

い

遊びの内容電　話保育園名開催日

クリスマス会ほか４８－５００２宮津保育園５日（火）

カレンダー作りほか４８－６６０３南部保育園１１日（月）

クリスマス飾り作りほか４８－２９８６北原保育園１２日（火）

クリスマス飾り作りほか４８－０１４９英 保 育 園１２日（火）

クリスマス飾り作りほか４８－５００１城山保育園１３日（水）

カレンダー作りほか４８－８８１２東部保育園１４日（木）

クリスマス飾り作りほか４８－０９０３草木保育園１９日（火）

クリスマス会ほか４８－０５０４中部保育園２１日（木）

　

町
内
八
保
育
園
（
宮
津
・
北
原
・
城
山
・

東
部
・
南
部
・
中
部
・
草
木
・
英
）
で
は
、

未
就
園
の
子
ど
も
と
親
が
安
心
し
て
遊
ぶ

こ
と
の
で
き
る
「
な
か
よ
し
広
場
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

ど
の
保
育
園
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

□
時　

間　

午
前
九
時
〜
午
前
十
一
時
半

※　

毎
回
各
保
育
園
で
育
児
相
談
を
行
い

ま
す
。

　
　

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※　

保
健
師
が
来
園
し
ま
す
。

　

十
二
月
五
日（
火
）　

宮
津
保
育
園

��������	�
���������（更生保護女性会「愛の標語集」から）

�
　

私
た
ち
は
普
段
、
い
ら
な
く
な
っ
た
も

の
を
、
な
に
げ
な
く
ご
み
と
し
て
出
し
て

い
ま
す
。

　

ご
み
と
し
て
捨
て
て
し
ま
う
前
に
、
何

か
に
使
え
な
い
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

�
捨
て
れ
ば
ご
み　

生
か
せ
ば
資
源
�
こ

の
言
葉
の
よ
う
に
、
別
の
用
途
を
思
い
つ

い
た
ら
す
ぐ
に
捨
て
な
い
で
、
工
夫
し
て

使
っ
て
み
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

３
Ｒ
の
実
践
例

　

伝
線
な
ど
が
入
っ
て
使
え
な
く
な
っ
た

ス
ト
ッ
キ
ン
グ
は
、
水
切
り
ご
み
袋
と
し

て
使
え
ま
す
。

　

適
当
な
大
き
さ
に
切
っ
て
三
角
コ
ー

ナ
ー
に
か
け
れ
ば
、
細
か
な
小
さ
い
ご
み

も
取
れ
、
水
切
り
も
良
く
て
便
利
で
す
。

（
３
Ｒ
と
は
、「
R
e
d
u
c
e　

発
生
抑

制
」「
R
e
u
s
e　

再
使
用
」「
R
e
c

y
c
l
e　

再
利
用
」
で
す
。）

□
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
衛
生
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
１
７
）

不
用
に
な
っ
た
ら
、

別
の
使
い
道
を
考
え
ま
し
ょ
う

身
近
身
近
な
と
な
と
こ
ろ
か
ろ
か
ら 

　
　
　
　
ご
み
減
量
を

減
量
を
！ 

⑦ 

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら 

　
　
ご
み
減
量
を
！ 

①赤を上にして端を 
　細く折り返す 

③帽子とあごを 
　折る 

②裏返して点線に 
　沿って両側から 
　折り合わす 

④サンタクロース 
　の顔の出来上り！ 

＊赤色の折り紙を 
　用意します 

節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節 度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度 ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを 守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守 っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ ててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて 楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽 しししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい 飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲 酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒
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　年末は、忘年会やクリスマスな
ど、仲間と会食をして酒を飲む機
会が増えます。
　「酒は百薬の長」ということわざ
があるとおり、適量の飲酒であれ
ば、血液の流れを良くする、リラッ
クス効果がある、人とのコミュニ
ケーションを円滑にするなど、た
くさんの良い効果があります。
　しかし、飲酒を長年続けている
と、徐々に飲む量が増えていく傾
向があり、健康に害を及ぼす場合
があります。

★酒を健康的に飲む方法
①　適量を守る
　「適量」とは、１日平均純アル
コールで約２０グラムです。ビール
なら中ビン１本、日本酒なら１合、
ウィスキーならダブル１杯、焼酎
なら２分の１合、ワインなら１２０ミ
リリットルに相当します。
②　食べながら飲む
　空腹時に一気に酒を飲むと体内
への吸収スピードを高め、酔いの
回りも早く、肝臓に負担が掛かり
ます。豆腐や豆類、魚、鶏肉など、低
脂肪・高タンパク質のつまみを選
んで食べましょう。
③　ゆっくり飲む
　一気飲み、がぶ飲みなど、飲む
スピードが早いと肝臓に一層の負
担を掛けてしまいます。
④　はしご酒、ちゃんぽん飲みは
避ける
　店が変わると気分が変わり、酒
の種類が変わると味が変わって、
知らないうちに飲み過ぎてしまい
ます。

⑤　濃い酒は薄めて飲む
　濃い酒は胃壁を荒らすだけでな
く、常に深酔いが味わえるため、
アルコール依存症になりやすいと
いわれています。
⑥　深夜まで飲まない
　例えば日本酒１合を代謝するの
に３～４時間かかります。朝まで
酒を残さないために、深夜まで飲
むのはやめましょう。
⑦　薬を一緒に飲まない
　薬も肝臓で代謝されるため、一
緒に飲むとより肝臓に負担を掛け

てしまいます。
⑧　人に飲酒を強要しない
　酒が飲める体質かどうかは生ま
れつき決まっています。飲み方は
個人差があるので人に強要するの
はやめましょう。
⑨　休肝日をつくる
　週に２日は休肝日を設け、肝臓
を休ませましょう。
⑩　健康診断を受ける
　年に１度は健康診断を受け、肝
臓の状態を確認しましょう。

TEL（48）1111 
（内311・312） 

保健センター 
通　信 

保健センター 
通　信 

節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節 度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度 ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを 守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守 っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ ててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて 楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽 しししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい 飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲 酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒楽 し い 飲 酒
急性アルコール中毒 
アルコール依存症 
アルコール性痴呆 
自律神経失調症 

脳 

食道炎 
食道がん 
食道静脈瘤 
マロリー・ワイス症候群 
（食道と胃の接合部分が裂ける病気） 

食　道 

心筋症 
不整脈 
高血圧 

心　臓 

胃　炎 
胃潰瘍 
下　痢 

吸収障害 

胃　腸 

卵巣機能不全 
インポテンツ 

生殖器 

糖尿病 
貧　血 
膵　炎 

末梢神経障害 

その他 脂肪肝 
肝　炎 
肝硬変 

肝　臓 

多量飲
酒が

多量飲
酒が 

関係す
る病気

関係す
る病気

 多量飲
酒が 

関係す
る病気

 

��������	
�����

��������	
����������

★みんなで達成しよう！！

１０年後の目標現状値

２０.０％（男性 壮年期）
２０.０％（男性 高齢期）

４０.０％（男性 壮年期）
３７.５％（男性 高齢期）

①酒を毎日飲む人の割合

８５.０％（男性 壮年期）
８５.０％（男性 高齢期）

７５.０％（男性 壮年期）
８０.６％（男性 高齢期）

②「節度ある飲酒」として
１日１合程度ということ
を知っている人の割合

現状値は「健康日本２１あぐい計画アンケート」による。

★みんなで目指す目標……無理なく楽しく酒が飲める。



16

広報あぐい　２００６年１１月１５日号

　
キ
　
リ
　
ト
　
リ

■
ペ
ア
教
室

　
■■時  
１３
：０
０
～
１５
：３
０

■
ペ
ア
教
室

　
■■時  
９
：３
０
～
１１
：３
０

■
ペ
ア
教
室

　
■■時  
１３
：０
０
～
１５
：３
０

■
さ
くら
ん
ぼ
ち
ゃ
ん
の
会

　
■■時  
１０
：３
０
～
１１
：３
０
　
■■場  
卯
ノ
山
児
童
館

■
献
血

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：４
０

　
　
１３
：０
０
～
１５
：０
０

■
楽
し
く
て
た
め
に
な
る
糖
尿
病

　
予
防
教
室
⑧

　
■■時  
９
：４
５
～
１１
：３
０

■
献
血

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：４
０

　
　
１３
：０
０
～
１６
：０
０

　
■■場  
ア
ピ
タ
阿
久
比
店

■
ポ
リ
オ
　
■■時  
１３
：０
０
～
１４
：０
０

■
健
康
体
操
の
つ
ど
い

　
■■時  
１９
：３
０
～
２１
：０
０

　
■■場  
エ
ス
ペ
ラ
ン
ス
丸
山

※
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■
ペ
ア
教
室

　
■■時  
１３
：０
０
～
１５
：３
０

■
ポ
リ
オ

　
■■時  
１３
：０
０
～
１４
：０
０

■
ラ
ッ
コ
の
会
　
■■時  
９
：３
０
～
１１
：０
０

　
■■対  
平
成
１８
年
５
月
９
日
～

　
　
　
　
　
　
６
月
１２
日
生
ま
れ

■
乳
児
健
診
　
■■時  
１２
：４
５
～

　
■■対  
平
成
１８
年
８
月
８
日
～

　
　
　
　
　
　
９
月
１２
日
生
ま
れ

■
母
子
健
康
手
帳
交
付

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：０
０

■
お
な
か
ス
ッ
キ
リ
★
健
康
教
室
⑦

■
楽
し
く
て
た
め
に
な
る
糖
尿
病
予
防
教
室

　
■■時  
１０
：０
０
～
１４
：３
０

■
さ
くら
ん
ぼ
ち
ゃ
ん
の
会

　
■■時  
１０
：３
０
～
１１
：３
０

　
■■場  
卯
ノ
山
児
童
館

■
ペ
ア
教
室
　
■■時  
１４
：０
０
～
１５
：３
０

■
２
歳
６
カ
月
児
歯
科
健
診

　
■■時  
１０
：０
０
～

　
■■対  
平
成
１６
年
５
月
・
６
月
生
ま
れ

■
１
歳
児
歯
科
相
談

　
■■時  
９
：３
０
～
１１
：０
０

　
■■対  
平
成
１７
年
１２
月
生
ま
れ

■
３
歳
児
健
診
　
■■時  
１２
：４
５
～

　
■■対  
平
成
１５
年
１１
月
生
ま
れ

■
離
乳
食
講
習
会

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：３
０

　
■■対  
平
成
１８
年
３
月
・４
月
生
ま
れ

■
１
歳
６
カ
月
児
健
診
　
■■時  
１２
：４
５
～

　
■■対  
平
成
１７
年
５
月
２２
日
～

　
　
　
　
　
　
６
月
１９
日
生
ま
れ

■
お
な
か
ス
ッ
キ
リ
★
健
康
教
室
⑧

　
■■時  
９
：３
０
～
１１
：３
０

■
母
子
健
康
手
帳
交
付

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：０
０

月
の
保
健
ガ
イ
ド

診
療
時
間

　
９：
００
～
１３
：０
０

　
日
・
祝

�
半
田
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー

　
半
田
市
港
町
１
－
６２

　
�
２３
－
２６
３６

《
健
康
な
ん
で
も
相
談
日
》

　
１
日（
金
）・
８
日（
金
）・
１５
日（
金
）・
２２
日（
金
）

※
　
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
体
重
・
身
長
・

血
圧
な
ど
を
測
定
し
ま
す
。（
電
話
相
談
も
可
）

　
 ９
：０
０
～
１１
：０
０

　
１３
：０
０
～
１５
：０
０

□時  
時
　
間
　
　
□対  
対
　
象

□場  
場
　
所
　
　
□そ  
そ
の
他

～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～

※
場
所
の
指
定
の
な
い
場
合
、
会
場
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
す
。

３
日
�
 浅
井
外
科

 白
沢
字
天
神
前
３３
－
２

  
�
４８
－
８７
８７

１
０
日
�
 飯
塚
医
院

 福
住
字
六
反
田
１
－
９

  
�
４８
－
２１
３１

１
７
日
�
 浅
井
外
科

 白
沢
字
天
神
前
３３
－
２

  
�
４８
－
８７
８７

２
３
日
�
 阿
久
比
ク
リ
ニ
ッ
ク

 卯
坂
字
米
山
１
－
１

  
�
４８
－
８８
６６

２
４
日
�
 渡
辺
ク
リ
ニ
ッ
ク

 白
沢
字
天
神
裏
１０
－
８

  
�
４８
－
０２
０２

２
９
日
�
 竹
内
整
形
外
科
・
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

 萩
字
新
川
３５

  
�
４７
－
１２
７５

３
０
日
�
 於
大
ク
リ
ニ
ッ
ク
阿
久
比

 宮
津
字
西
森
下
１４
－
１

  
�
４９
－
３８
１１

３
１
日
�
 ハ
ー
ブ
内
科
皮
フ
科

 横
松
字
宮
前
６７

  
�
４８
－
９０
７４

診
療
時
間

　
９：
００
～
１２
：０
０

休 日 診 療 案 内

乳 児 ・ 一 般 健 康 相 談

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�
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１２月の図書館カレンダー
※●●印は休館日です。

土金木水火月日

２１☆☆☆☆☆

９８７６５�４３

１６１５１４１３１２�１１１０

２３２２２１２０１９�１８１７

�３０�２９�２８２７�２６�２５２４　
　●●３１ 
開館時間　火～金　　　午前１０時～午後６時
　　　　　土・日・祝日　午前１０時～午後５時

　お話コーナーで、紙芝居や絵本
の読み聞かせなど、子ども向けの
楽しい催しをします。
�土曜日　午後２時３０分から
�日曜日　午前１１時から
　と祝日　午後２時３０分から

《 今 月 の お す す め 》

『歪曲報道　巨大メディアの「騙しの手口」』
高山　正之　著

『日本のおしゃれ  袋物  池田重子コレクション』
池田　重子　著

『ちゃんと作れる和食』
柳原　一成　著

『森田空美のきもの美巡礼
　染めと織りの手わざを訪ねて』

森田　空美　著
『円朝ざんまい－よみがえる江戸・明治のことば』

森　まゆみ　著

『金メダルへの道』
荒川　静香／ＮＨＫ取材班　著

『フライパターン全書
エキスパートが巻く、トラウトを釣るための
５４パターンの巻き方と１１４のバリエーション』

株式会社　地球丸　著
『一、二、三、死、今日を生きよう！　成田参拝』

笙野　頼子　著
『生かされて。』

イマキュレー・イリバギザ／
スティーヴ・アーウィン　著

　「毎日新聞」日曜版に２００５年１０月～
２００６年９月まで、５０回にわたった連
載を１冊にまとめる。書、詩、画、
人生 ･･･。伸びやかに、しなやかに、
奔放自在に語る、｢ばくざん先生｣の
徒然草。

�������

阿久比町立図書館
�48-6231

『さんざんまたせてごめんなさい』
スズキコージ　作

『ぬすまれた月』
和田　誠　作

『おでかけばいばいのほん（３冊）』
長谷川　摂子　作／柳生　弦一郎　絵

『羽根の鎖』
ハンネレ・フオヴィ　作

　大きな館では、毎日、大勢のお客
を招いて盛大なパーティーが開かれ
ていた。時が経ち時代が変わると、
館は街の片隅でひっそりとたたずむ
ようになった。ところがある日 ･･･。
細部まで楽しめる建物の絵本。 『おおきな やかたの ものがたり』『おおきな　やかたの　ものがたり』

青山 邦彦 作青山　邦彦　作

『莫山つれづれ』『莫山つれづれ』
� 莫山 著　莫山　著

★読書感想画・文作品展
　小学校４～６年生
　１１月２３日（木）まで
　中学校１～３年生
　１１月２５日（土）～１２月７日（木）
★阿久比中学校　美術作品展・造形部展
　１２月９日（土）～１２月２４日（日）

�������

新 着 の コ ン パ ク ト デ ィ ス ク 新 着 の コ ン パ ク ト デ ィ ス ク 
『ベートーヴェン：ミサ・ソレムニス ニ長調 作品１２３

ジョン・エリオット・ガーディナー 指揮』
『Ｃｉｒｃｌｅ　　　木村　カエラ』
『ＧＯＳＰＥ★ＲＡＴＳ　　　ゴスペラッツ』
『４つのＬ　　　平原　綾香』
『Chanteuse Tokiko：仏蘭西情歌　　　加藤　登紀子』
『ＮＨＫにほんごであそぼ：名文しりとり
　　　　　　　 ＫＯＮＩＳＨＩＫＩ／野村　萬斎　ほか』
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□
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
６
２
）

�
　

障
害
者
の
方
を
対
象
に
就
職
面
接
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す

□
日　

時　

十
二
月
五
日（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
二
時
〜
午
後
四
時

□
場　

所　

半
田
市
福
祉
文
化
会
館

　
　
　
　
　
（
雁
宿
ホ
ー
ル
講
堂
）

□
面
接
方
法
な
ど

　

参
加
企
業
ご
と
に
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

希
望
企
業
と
直
接
面
談
で
き
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

半
田
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
半
田
）
特
別
援
助
部
門

　

�（
２
１
）０
２
５
２

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�

�

�

�

�

�
　

衣
浦
西
部
都
市
計
画
事
業
阿
久
比
宮
津

特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
の
定
款
と
事
業

計
画
（
変
更
案
）
を
次
の
と
お
り
縦
覧
し

ま
す
。

□
縦
覧
期
間

　

十
一
月
十
七
日（
金
）〜

　

十
一
月
三
十
日（
木
）

□
縦
覧
時
間　

午
前
八
時
半
〜
午
後
五
時

□
縦
覧
場
所　

役
場
建
設
課

※　

定
款
と
事
業
計
画
に
つ
い
て
意
見
の

あ
る
方
は
、
十
二
月
十
四
日（
木
）ま
で

に
愛
知
県
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

建
設
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
８
７
）

�□
日　

時　

平
成
十
九
年
一
月
八
日（
祝
）

　
　
　
　
　

午
前
十
時
か
ら

□
場　

所

　

阿
久
比
町
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
エ
ス

ペ
ラ
ン
ス
丸
山
）

　

対
象
者
は
、
昭
和
六
十
一
年
四
月
二
日

か
ら
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
町
内
に
住
所
の
あ
る
方
で
す
。（
対

象
者
に
は
案
内
は
が
き
を
送
付
し
ま
す
。）

　

阿
久
比
町
に
住
ん
で
い
た
方
で
、
学
校

や
勤
務
の
関
係
で
一
時
的
に
町
外
に
住
ん

で
い
る
方
も
参
加
で
き
ま
す
。
参
加
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
社
会
教
育
課
へ
連
絡
く

だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

□
内　

容

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
講
義
と
実
習

□
募
集
期
間

　

十
二
月
一
日（
金
）〜
十
二
月
七
日（
木
）

□
費　

用　

無
料

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

半
田
保
健
所
総
務
企
画
課

　

�（
２
１
）３
３
４
１

　

半
田
保
健
所
で
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
実

技
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
日　

時　

十
二
月
十
二
日（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
一
時
半
〜
午
後
五
時

□
場　

所　

半
田
保
健
所
大
会
議
室　

□
募
集
人
員　

三
十
人
程
度

Information

お知らせ  
InformationInformation

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

昨年の成人式

□対象者
　町内に住所があり、既に婚姻の届
け出をし、引き続き婚姻関係にある
夫婦。（町税などを滞納していないこ
とが必要。）
□対象となる治療
　医療保険の給付対象となる不妊治
療と検査。（体外受精、顕微受精など
特定不妊治療は対象外となります。）
□助成額
　普通不妊治療に掛かる医療費と検
査費用の自己負担分。
□助成の方法
　支払った自己負担分（医療対象分）
について、償還払い。
□助成期間
　助成の申請のあった月から一年間。

□申請方法
　助成を希望される方は、次の書類
を添えて提出してください。
添付書類
①　交付申請書
②　不妊治療に関する医師の証明書
③　戸籍謄本。その他婚姻の事実を
証明する書類

④　住民票の写しまたは外国人登録
原票記載事項証明書

⑤　町税などを滞納していないこと
を証明する書類

⑥　不妊治療の支払いに関する領収
書
□問い合わせ先
　保険課医療年金係　�（４８）１１１１
（内線２１５・２５７）

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																				



















������������������������������������������������������������������������������������������������������������	
�����
　町では、不妊に悩む夫婦に、「普通不妊治療」に掛かる医療費の助成を行っ
ています。
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宮
崎
県
台
風　

号
被
害
義
援
金
に
ご
協

１３

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
集
ま
り

ま
し
た
義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
愛
知

県
支
部
へ
送
金
し
ま
し
た
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

住
民
福
祉
課　

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
０
１
）

　人権問題に対する理解と認識を深め、差別意識の解消
を図るため講演会を開催します。
日　時　１２月１０日（日）午後１時３０分～午後３時
場　所　中央公民館本館３階３０１号室
講　師　落語家　 笑 

���

 福  亭 　 竹  林  氏
������ �����

演　題　「人権教育と子育てについて」
　　　　（話と落語による講演です）
定　員　１００人
受講料　無料。ただし整理券が必要です。
問い合わせ先　社会教育課　�（４８）１１１１（内２６２・２８０）
　整理券は、１１月２０日（月）から社会教育課窓口で配布
します。
※　託児を希望される方は、１１月３０日（木）までに社会
教育課へ申し込んでください。

Information

�

�

�

�

�����������������������������������������������������������

�����������������������������������������������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
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� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

□人権・行政・心配ごと相談
　７日（木）、２１日（木）
　　　　　　場所：中央公民館本館
　　　　　　時間：午前９時半～午前１１時半
※７日（木）の人権相談は午後３時まで行い
ます。

　２６日（火）　場所：阿久比郵便局　２階
　　　　　　時間：午前９時半～午前１１時半
　※電話での相談も受け付けします。
□無料法律相談（事前に予約が必要）
　２１日（木）　場所：中央公民館本館
　　　　　　時間：午後１時～午後４時
※問い合わせ先
　住民福祉課�（４８）１１１１（内３０１）

今今月月のの納納税税ななどど

国民健康保険税、介護保険料４期分

納期限は１１月３０日（木）です。

１２月の 

会　場内　　容日　　時

陸上競技場スポーツ少年団交流大会１２月３日（日）
午前８時４５分～

□問い合わせ先　阿久比スポーツ村　�（４９）２５００
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金額（円）設　置　場　所

７９５役 場

１，３４５中央公民館本館

４７２社会福祉協議会

　　５６９保 健 セ ン タ ー

１，１４３図 書 館

１４２エスペランス丸山

１，４７０ふ れ あ い の 森

１３２ス ポ ー ツ 村

６，０６８合　　　　計
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■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ
　　　資源を大切に！この用紙は再生紙（古紙１００％）を使用しています。

阿久比町民憲章
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

10月　救急・火災
救急 １０４救急　　　 １０４
交通事故交通事故　　８８
急 病 ５９急　　病　　５９
そそ の 他の 他 ３７　　３７

火災火災　　 ４　４
建 物 ４建　物　　４
車 両 ０車　両　　０
その他 ０その他　　０

　町では、「阿久比町国民保護計画」の作成作業を進めています。
　この計画は、「武力攻撃事態等における国民の保護のための措置に関する法律（国民保護法）」
第３５条の規定により町が作成するもので、外国からの武力攻撃や大規模テロなどから住民の生
命、身体、財産を保護するために町が実施する措置について定めるものです。
　計画の作成に当たり、町民の皆さんから広く意見を募集します。

○募 集 期 間　　平成１８年１１月１５日～平成１８年１２月１５日（必着）
○記 載 事 項　　住んでいる大字名、年齢、性別、阿久比町国民保護計画（案）への意見
　　　　　　　　※　様式は問いません。
○提　出　先
　・電子メールの場合　bosai@town.agui.lg.jp
　・郵送の場合　　　　〒４７０-２２９２　阿久比町総務部防災交通課　防災・交通担当あて
　・ＦＡＸ　　　　　　（４８）０２２９　　※　電話による受け付けはしません。
○資料の閲覧
　町ホームページ（http://www.town.agui.lg.jp）、防災交通課で「阿久比町国民保護計画
（案）」の閲覧ができます。
○意見への対応
　「阿久比町国民保護計画」作成の参考とさせていただきます。
　意見の概要と、意見に対する町の対応を取りまとめて公表します。
　個別の回答はしませんので、ご了承ください。
○問い合わせ先
　防災交通課　防災・交通担当
　　　　　　　電　話　　　（４８）１１１１（内線２７７・２０８）
　　　　　　　ＦＡＸ　　　（４８）０２２９
　　　　　　　電子メール　　bosai@town.agui.lg.jp

阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案）））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））
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